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おもに次の3種類があります。�
抗アレルギー剤�
　治療の基本となる内服薬ですが、
くしゃみ、鼻汁、
鼻づまりのすべ
てによく効くも
のはほとんどあ
りません。症状
に応じて使い分
ける必要があります。副作用として
眠気を起こすことが少ないため、日
常的に使うこともできます。�
抗ヒスタミン剤�
　症状をやわらげる効果については
抗アレルギー剤よりも優れたものが
多いのですが、眠気を引き起こしやすい、
という欠点があります。従って、日中に
服用すると、車の運転や仕事、学校で
の授業など、差し支えることが多いため、
就寝前の服用をおすすめします。�
点鼻薬�
　市販されているスプレー式の点鼻
薬の中には、アレルギーの治療とい
うよりも、鼻の粘膜や血管を収縮させ
て鼻づまりを改善することを目的と
したものが多くみられます。このよう
な点鼻薬は、使い続けると粘膜が腫れ、
かえって鼻づまりがひどくなってしま
って、根本的な治療にはなりません。
耳鼻科で処方される点鼻薬の多くは、
速効性はありませんが使い続けると
症状が軽くな
っていくもの
が多いので、市
販薬は鼻づま
りがひどいと
きに使う程度
にとどめた方
がよいでしょう。�
ステロイド製剤�
�
�
�
�
�
�
　ステロイドは、人体において副腎皮
質で作られるホルモンです。薬として
使われるステロイドには、炎症を抑え
たり腫れをひかせたりする効果があり
ます。アレルギー性鼻炎に対しても飲
み薬や点鼻薬、注射薬といったものが
使われている場合があり、大きな効果
をもたらします。反面、その副作用は
他の薬よりも深刻で、手軽に使えるよ
うなものではありません。特に、注射で
の大量投与や、長期間にわたる服薬を
行った場合、体内で作られるステロイ
ドの量が減ってしまうために、全身倦怠感、
体重減少、食欲不振、下痢など、さまざ
まな症状を引き起こします。医師との
十分な相談の上で使われるべきでしょう。�
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この冊子は再生紙を使用しています。�
よりよい医療の実践に向けて��
¡患者さん本位の医療を実践します。�
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。�
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。�
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滋賀医科大学�
医学部附属病院では�
�
滋賀医科大学附属病院TOPICSは、患者さんに役立つ保健医療情報の提供を目的として発刊されています。�
花粉を避けることを心がける。�
症状がひどくなる前に適切な投薬を受ける。そ
のためにも、季節前に耳鼻科を受診し、相談する
のが望ましい。�
花粉症対策のまとめ�
1.
2.
　これらの治療薬のうち、特に抗アレルギー剤は、スギ花粉が飛ぶ以前から服用を始めることで、ピーク時の症状をおさえる
ことができるとされています。毎年、春に花粉症の症状に悩まされている方は、早めに耳鼻科を受診された方がよいでしょう。�
スギ花粉の治療薬�
